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米
軍
は
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備

を
２
～
３
年
先
送
り
し
ま
し
た
。

４
月
２
日
に
住
民
の
方
々
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
実
際
に
配
備
が
実
施
さ
れ
た

場
合
、
滑
走
路
延
長
線
上
に
あ
る

地
区
の
た
め
、
４
９
０
軒
に
配
布

し
、
１
６
１
軒
と
い
う
多
数
の
回

答
を
頂
き
ま
し
た
。
（
回
収
率 

約
３
３
％
） 

要
約
す
る
と 

①
基
地
へ
の

賛
否
を
含
め
、
非
常
に
多
く
の
方

か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

そ
れ
だ
け
日
ご
ろ
か
ら
言
い
た

い
こ
と
が
あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

②
沖
縄
で
の
事
故
は
９
７
％

の
人
が
知
っ
て
お
り
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
危
険
性
は
国
民
の
「
共
通
認

識
」
に
な
っ
て
い
る
。
横
田
基
地

へ
の
飛
来
や
配
備
に
不
安
を
抱

く
人
が
多
か
っ
た
（
８
７
％
）。 

③
基
地
や
オ
ス
プ
レ
イ
に
は
、

不
安
・
ア
メ
リ
カ
が
守
っ
て
く
れ

て
い
る
・
沖
縄
の
負
担
軽
減
の
た

め
や
む
を
得
な
い
、
な
ど
と
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

④
沖
縄
の
事
故
原
因
が
究
明

さ
れ
な
い
ま
ま
、
安
易
に
訓
練
再

開
を
認
め
た
日
本
政
府
へ
の
不

信
が
顕
著
に
現
れ
た
。「
理
解
で

き
る
」
と
回
答
し
た
人
の
過
半
数

が
住
民
に
対
す
る
「
説
明
が
必

要
」
と
回
答
し
て
い
る
。 

⑤
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
は
、
米

軍
の
一
方
的
な
計
画
で
、
住
民
へ

の
説
明
が
必
要
と
い
う
回
答
が

８
４
％
に
及
ぶ
。「
説
明
会
」
が

形
式
的
な
既
成
事
実
づ
く
り
に

利
用
さ
れ 

十
分
な
説
明
が
期

待
出
来
な
い
、
と
い
う
あ
き
ら
め

の
声
も
出
さ
れ
て
い
る
。 

⑥
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
よ
る

騒
音
の
増
大
を
懸
念
す
る
記
入

が
１
７
件
あ
り
、
と
り
わ
け
低
周

波
騒
音
を
心
配
す
る
深
刻
な
声

が
出
さ
れ
て
い
る
。 
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松
井 

登
志
子
さ
ん 

戦
闘
機
の
爆
音
で 

２
度
も
流
産 

８
５
歳
の
現
在
も
、
学
校
の

健
康
診
断
の
手
伝
い
に
行
っ
て

い
ま
す
。 

昭
和
２
９
年
に
結
婚
し
て
か

ら
、
昭
島
市
美
堀
町
に
住
み
着

き
ま
し
た
。
私
は
看
護
師
と
擁

護
教
諭
の
資
格
で
小
学
校
の
保

健
室
勤
務
を
３
６
年
間
、
退
職

後
５
年
間
の
嘱
託
勤
務
を
続
け

て
き
ま
し
た
。 

こ
こ
は
横
田
基
地
へ
の
飛
行

機
の
進
入
路
か
ら
約
３
０
０
メ

ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
当
時
は
ジ
ョ
ッ

ト
戦
闘
機
の
凄
ま
じ
い
爆
音
で

夜
も
眠
れ
な
い
日
が
続
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
私
は
２
回
も

流
産
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夫
は

自
宅
で
仕
事
（
洋
服
屋
）
を
し

て
い
た
の
で
、
２
４
時
間
爆
音

被
害
に
あ
い
耳
が
悪
く
な
り
、

現
在
で
は
補
聴
器
を
使
っ
て
も

会
話
が
出
来
ず
、
筆
談
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
は
昭
和
飛
行
機
の
土

地
で
し
た
が
、
東
京
都
が
都
営

住
宅
を
建
て
、
都
民
が
住
ん
で

い
ま
し
た
。
道
路
は
道
幅
も
狭

く
、
舗
装
で
は
な
い
た
め
、
自

動
車
が
通
る
と
埃
が
ま
い
あ
が

る
と
い
う
具
合
で
し
た
。
住
宅

と
言
っ
て
も
簡
単
な
作
り
の
た

め
、
床
か
ら
竹
の
子
が
出
て
く

る
と
い
う
良
寛
さ
ん
の
世
界
で

し
た
。
で
す
か
ら
直
ぐ
に
具
合

が
悪
く
な
り
、
修
理
を
繰
り
返

す
…
と
い
う
こ
と
で
、
払
い
下

げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
時
、
美
堀
町
の
商
店
街
は
、

昭
島
で
最
も
賑
や
か
な
商
店
街

の
一
つ
で
し
た
。
余
り
の
爆
音

で
、
夜
も
眠
れ
な
い
状
態
で
、

集
団
移
転
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
は
か
つ
て
の
商

店
街
に
は
１
軒
の
店
も
な
く
な

り
ま
し
た
。 

現
在
も
残
っ
て
い
る
の
は

小
学
校
１
校
だ
け
で
す
。
こ
の

学
校
は
防
音
工
事
が
し
て
あ
る

の
に
、
飛
行
機
が
通
る
と
授
業

を
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
態
で
す
。 

 
 
 

           

ス
イ
カ
ズ
ラ 

写
真
は 

岡
田
光
弘
さ
ん 

（
立
川
市
一
番
町
）
よ
り 

 
 

 ６月１１日（日）午後１時 30分から 

 立川柴中会公会堂 １階 会議室 

 多くの会員の皆さんの参加をお願いします。 

横田基地問題を考える会 

第８回定期総

会 

5.3 憲法集会 
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先
月
に
帰
京
し
て
以
来
の

沖
縄
は
一
ヶ
月
の
間
に
沖
縄

は
ウ
リ
ズ
ン
と
言
わ
れ
る
時

期
に
入
っ
て
い
た
。
ウ
リ
ズ

ン
は
雨
の
日
が
多
く
、
森
を

潤
し
、
一
雨
ご
と
に
木
々
の

新
芽
が
育
て
、
森
、
林
に
勢

い
を
も
た
ら
す
時
期
で
あ
る
。 

一
方
、
権
力
と
い
う
名
の

怪
物
が
森
や
海
を
侵
し
続
け

て
い
た
。
ヤ
ン
バ
ル
に
森
は

多
く
の
樹
木
が
切
り
倒
さ
れ

続
け
ら
れ
て
い
た
。
海
に
は

１
０
ト
ン
以
上
も
あ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
塊
が
投
げ
下
ろ

さ
れ
、
海
底
を
潰
し
続
け
て

い
た
。
権
力
と
い
う
怪
物
は

飽
く
こ
と
を
知
ら
な
い
。 

二
月
の
彼
我
（
権
力
＆
島

ぐ
る
み
運
動
）
の
動
き
は
お

互
い
の
力
量
を
測
る
た
め
の

期
間
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ

の
期
間
の
勝
負
は
機
動
隊
側

に
有
利
に
動
い
た
。
機
動
隊

は
島
ぐ
る
み
運
動
の
緩
み
、

動
員
力
の
低
下
を
正
確
に
判

断
し
、
沖
縄
県
警
の
み
で
制

圧
に
掛
か
っ
て
い
る
。
島
ぐ

る
み
体
制
は
北
部
訓
練
所
の

部
分
的
返
還
及
び
へ
り
パ
ッ

ド
の
引
き
渡
し
の
シ
ョ
ッ
ク

に
立
ち
直
る
こ
と
が
遅
く
動

員
力
の
極
端
な
弱
体
化
か
ら

立
ち
直
る
こ
と
が
出
来
ず
に

い
て
、
今
年
に
入
っ
て
の
シ

ュ
ワ
ブ
の
攻
防
に
対
応
で
き

ず
、
工
事
の
準
備

は
進
む
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
こ
ち
ら

の
体
制
を
何
と
か

し
な
い
と
大
変
な

こ
と
に
な
る
。 

黒
装
束
の
軍
警

（

日

本

人

警

備

員
）
ま
で
が
抗
議
の
市
民
た

ち
を
黄
色
の
線
の
中
に
引
き

ず
り
込
み
拘
束
す
る
始
末
で

あ
る
。
軽
微
な
違
反
行
為
で

拘
束
し
、
信
じ
ら
れ
な
い
長

期
の
勾
留
を
す
る
こ
と
も
多

発
し
始
め
た
。
軍
警
が
腰
に

大
型
拳
銃
を
纏
い
市
民
の
抗

議
を
恫
喝
す
る
。
果
て
は
迷

彩
服
の
海
兵
隊
員
が
黄
色
線

と
ゲ
ー
ト
の
門
扉
の
間
で
抗

議
行
動
に
睨
み
を
き
か
せ
る
。

も
ち
ろ
ん
腰
に
は
大
型
拳
銃

を
装
備
し
て
い
る
。
発
砲
ま

で
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
は
思

っ
て
も
気
持
ち
の
良
い
物
で

は
な
い
。
そ
の
横
で
沖
縄
県

警
が
抗
議
中
の
市
民
に
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
向
け
る
。
抗
議
中
の
市

民
が
違
反
行
為
（
例
え
そ
れ

が
自
分
の
意
志
で
は
な
い
こ

と
で
起
き
た
と
し
て
も
、
軽

微
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
）
裁

判
の
資
料
を
前
も
っ
て
準
備

す
る
。
明
ら
か
に
市
民
を
犯

罪
者
予
備
軍
と
し
て
の
扱
い

で
あ
る
。
共
謀
罪
法
案
（
平

成
版
治
安
維
持
法
）
が
通
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
ゾ

ッ
と
す
る
。
だ
と
し
て
も
抗

議
行
動
を
や
め
る
わ
け
に
は

行
か
な
い
。 

夜
中
と
い
う
の
に
宜
野
湾

の
空
に
は
低
周
波
で
内
蔵
を

揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
大
き
な
爆

音
が
響
く
。
先
週
は
毎
夜
こ

の
音
を
聞
か
さ
れ
た
。
オ
ス

プ
レ
イ
や
攻
撃
型
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
コ
ブ
ラ

（
Ａ
Ｈ
―
１
）
の
夜
間

訓
練
で
あ
る
。
沖
縄
防

衛
局
に
抗
議
し
て
も

第
三
者
行
為
論
を
か

ざ
し
て
ど
こ
吹
く
風

で
あ
る
。
こ
の
海
兵
隊

の
理
不
尽
な
行
為
は

す
ぐ
に
で
も
や
め
さ

せ
な
い
と
危
険
だ
。
墜

落
事
件
の
ま
え
に
生

理
的
、
精
神
的
異
常
を

き
た
す
市
民
が
増
え

続
け
る
。 

 

（
文
責 

冨
久
亮
輔
） 

拳
銃
を
腰
に
さ
し
た
日
本
人
警
備
員 

無人偵察機「グローバルホーク」 

キャンプシュワブの工事用ゲートの前で砂利登載のダンプやコンクリ－トミキ

サ 
ー車が基地内へ通行するのを阻止しようとする市民を牛蒡抜きで排除する機動

隊 



（4）     2017 年 5 月 10 日                 横田基地問題を考える会ニュース        No.34 

グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
が 

横
田
基
地
に
一
時
展
開 

グ
ァ
ム
を
拠
点
に
運
用
さ
れ
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
は
、
２
０
１
６
年
か
ら

三
沢
飛
行
場
へ
一
時
展
開
を
開
始
し
て
い

ま
し
た
。 

２
０
１
７
年
５
月
か
ら
７
月
ま
で
、
滑

走
路
改
修
工
事
の
た
め
、
暫
定
処
置
と
し

て
横
田
基
地
に
一
時
展
開
し
ま
す
。
期
間

は
５
月
１
日
～
１
０
月
３
１
日
ま
で
。 

展
開
機
数
５
機
、
操
縦
す
る
地
上
装
置

１
基
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
及
び
整
備
士
約
１
１

０
名
。 

運
用
頻
度
：
離
着
陸
時
は
横
田
基
地
の

地
上
装
置
か
ら
遠
隔
で
操
縦
し
、
十
分
な

高
度
に
な
っ
た
後
は
米
本
土
か
ら
操
縦
す

る
。 

  

横
田
基
地 

 
 

 

関
連
の
動
き 

Ｃ
Ｖ
‐
２
２
オ
ス
プ
レ
イ 

の
配
備 

延
期 

３
月
１
３
日
、
米
国
防
総
省
は
オ
ス
プ
レ

イ
の
３
機
の
配
備
を
、
２
０
２
０
会
計
年
度

（
２
０
１
９
年
１
０
月
～
２
０
２
０
年
９

月
）
に
到
着
す
る
予
定
、
と
発
表
し
た
。 

延
期
の
理
由
と
し
て
、
①
必
要
な
機
体
数

の
確
保
に
当
初
の
想
定
よ
り
も
時
間
を
要
す

る
こ
と
が
判
明
。
②
オ
ス
プ
レ
イ
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
及
び
整
備
士
の
訓
練
に
当
初
の
想
定
よ

り
も
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
判
明 

③
米
空

軍
の
他
の
運
用
と
の
兼
ね
合
い
。 

オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
率
が 

増
加 

１
．
９
３
→
３
．
４
４ 

事
故
率
に
つ
い
て
、
防
衛
省
は
「
一
般
に

飛
行
時
間
の
増
加
に
伴
い
低
減
す
る
」
と
強

調
し
て
安
全
性
を
強
調
し
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
米
海
兵
隊
は
、
ク
ラ
ス
Ａ
の
重
大
事
故
率

が
２
０
１
１
年
～
２
０
１
６
年
で
は
３
．
４

４
に
な
っ
た
説
明
し
た
。 

こ
の
結
果
は
、
日
本
政
府
が
オ
ス
プ
レ
イ

を
導
入
す
る
根
拠
が
揺
ら
い
で
き
た
こ
と

グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
の
概
要 

情
報
収
集
、
警
戒
監
視
、
偵
察
を

任
務
と
す
る
高
高
度
滞
空
型
無
人
偵

察
機,

攻
撃
能
力
は
な
い
。 

 

高
度
は
約
１
万
５
千
ｍ
以
上
で
航
行

（
最
高
高
度
、
約
２
万
ｍ
） 

 

無
線
通
信
及
び
衛
星
通
信
に
よ
り

地
上
か
ら
操
縦 

 

全
長
：
約
１
５
ｍ
、 

全
幅
：
約
４
０
ｍ 

 

全
高
：
約
５
ｍ 

  

滞
空
時
間
：
約
３
６
時
間 

Ｃ—

５
大
型
輸
送
機
が
離
陸
後 

油
圧
系
の
故
障
の
た
め
、
横
田
基 

 
 

 

地
に
引
き
返
す 

 

３
月
２
９
日
、
大
型
輸
送
機
Ｃ
―
５
Ｍ
が
離
陸
し

た
が
、
３
０
分
後
戻
っ
て
き
て
、
滑
走
路
で
停
止
し

た
。
消
防
車
・
パ
ト
カ
ー
６
台
や
消
防
士
が
集
ま
っ

た
。
乗
客
を
降
ろ
し
、
機
体
を
駐
機
場
に
牽
引
し
た
。 

 

消
防
中
隊
と
憲
兵
中
隊
が
同
機
を
調
べ
た
が
、
火

災
の
恐
れ
や
、
オ
イ
ル
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
そ
う
で
す
。 

米
軍
シ
リ
ア
を
単
独
攻
撃 

４
月
７
日
、
米
軍
は
シ
リ
ア
が
毒
ガ
ス
な
ど

の
化
学
兵
器
を
使
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
一
方

的
に
シ
リ
ア
の
シ
ャ
イ
ラ
ト
空
軍
基
地
に
５
０

発
以
上
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
加
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
国
連
は
軍
事
攻
撃
を
受
け
た
場

合
以
外
は
、
安
保
理
事
会
の
決
議
な
し
に
は
、

軍
事
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
米
軍
の
攻
撃
は
明
白
な
国
連
違
反
で
す
。 

海
上
自
衛
隊
が 

米
艦
防
護
を
初
実
施 

安
保
法
に
基
づ
き
、
平
時
に
米
国
の
艦
船
等
を
守
る

「
武
器
等
防
護
」
を
命
じ
ら
れ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載

艦
「
い
ず
も
」
が
５
月
１
日
、
横
須
賀
港
を
出
て
、
米

海
軍
の
補
給
艦
と
合
流
し
、
任
務
を
開
始
し
た
。
昨
年

３
月
に
施
行
さ
れ
た
安
保
法
で
は
、
昨
年
１
１
月
に
南

ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
参
加
す
る
陸
上
自
衛
隊
に
「
駆
け

付
け
警
護
」
が
付
与
さ
れ
た
が
、
実
施
は
さ
れ
て
い
な

を
意
味
し
ま
す
。
ま
し
て
沖
縄
で
墜
落
し
た
オ
ス
プ

レ
イ
か
ら
流
失
し
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
は
給
油
で

は
「
破
滅
的
な
帰
結
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
」

と
記
述
し
、
米
軍
自
身
が
オ
ス
プ
レ
イ
の
空
中
給
油

の
危
険
性
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。 

ク
ラ
ス
Ａ
の
重
代
事
故
と
は
、
死
者
や
２
０
０
万
ド

ル
（
約
２
億
２
千
万
円
）
以
上
の
損
害
が
出
た
事
故
。 

い
。
実
施
は
今
回
が
初
め
て
。 

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ 

 

５
月
末
ま
で
に
撤
収 

 

稲
田
防
衛
大
臣
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
国
連
平

和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ)

に
派
遣
し
て
い
る
陸
上

自
衛
隊
に
５
月
末
ま
で
の
撤
収
を
命
じ
た
。
部

隊
の
活
動
は
５
年
あ
ま
り
で
終
了
す
る
。
自
衛

隊
部
隊
が
参
加
す
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
な
く
な
る
。 

政
府
は
「
ジ
ュ
バ
市
内
は
安
定
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
き
た
が
、
軍
事
力
で
均
衡
が
保
た
れ

て
い
る
準
戦
時
状
態
。
こ
の
３
月
に
は
自
衛
隊

員
５
人
が
政
府
軍
に
拘
束
さ
れ
た
。
ま
た
昨
年

７
月
に
は
大
規
模
な
戦
闘
も
起
き
た
。
南
ス
ー

ダ
ン
に
安
全
な
所
は
な
く
な
り
、
自
衛
隊
の
活

動
は
、
国
連
の
施
設
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
増

え
、
本
来
施
設
隊
の
や
る
べ
き
市
中
で
の
業
務

が
困
難
に
な
っ
て
い
た
。 


